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1． 自然が身近だった少年時代

：研究者，技術者としてスタートされるに至った子ど

も時代，どんなだったかというあたりからお願いします．

：私は東京郊外の埼玉県越谷市で育ちました．田舎の

町なので，魚を捕ったり，釣りに行ったり，虫を採ったり，

いろいろな自然に接する機会が多いところで，小学校のこ

ろは一日中野原を駆け回っていました．

：学校から帰ったら，もうすぐ外へ行くという．

：そういう少年時代でした．今思えば，そういうのが

自然の観察から学ぶということのバックにあるのかなと．

：山岳部に属されていたのはどういうところから．

：それも，やはり自然の面白さや美しさに引かれると

ころがあったと思います．中学，高校生ごろから，初めは

日光とか単純な山歩きです．高校生の終わりのころはもう，

学校にわれわれで山岳部を作ってね．谷川岳とか穂高とか

槍とか，本格的に岩登りをやっていたのです．山登りは，

苦しい思いで登って行くと，きれいな景色が開けるとか，

その向こうには何があるのだろうとか，そういう好奇心と

いうのはもともとあるかもしれません．

：足には自信がおありで．

：そうですね．本を読んでじっとして何か考えるより

はむしろ，今でもそうですが，外へ出て行って，自ら接す

るということが好きでした．

：子どものころのお話を聞くのは，初めてですが．

：私は，自分で決めたらとにかくやるというたちで，

あまり人の言うことを聞かないというところが多分にあり

ました．大学入試で1年浪人したのです．あのころから予

備校は盛んでしたが，私は結局，予備校は全然行かず，山

に行ったりしていました．

：山岳部のほか，音楽部にもおられたということで．

：音楽部は大学に入ってからです．高等学校のときは，
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やることがたくさんあって，結局勉強しなかったのですが，

地学部にも入っていた．今でもその仲間とも付き合ってい

ます．筑波山の北側にザクロ石採りに行ったりした．

：山登りともちょっと関連しますね．

：フィールドワークでね．ハンマーを持って石を採集

しながら，そういうまねごとをしていました．音楽は大学

に入って，オーケストラに入ろうと．

：すごいチャレンジですね．

：そのチャレンジがまた一つのキーワードなのですよ

（笑）．チャレンジというと聞こえがいいけど，人生は限ら

れているので，いろいろなことをやらなくては損をすると

思って，何にでも手を出すのです．

：高校のとき山岳部にいたら大学も山岳部ですか．

：大学の山岳部にもいました．2年までは山岳部．1年

と2年次は，年のうちの100日は山に入っていました．

2． 電気通信大学では電気通信学科に

：大学は電通大の電気通信学科ですが，なぜそこに．

：小さいころは医者になりたいとか，外交官になりた

いとか，いろいろ希望がありましたが．だんだん自分がわ

かってくると，これは駄目だとだんだん減っていって．た

またま電通大に受かったのです．取りあえず行ってみて，

その後方向転換しました．

：電通大の場合，2年目に専門を選ぶのですか．

：いや，初めから学科は決めていました．ここは向い

ていないというので4年の卒業研究から，当時の教養の化

学，理論化学の先生，今もご健在でおられる井早康正先生

のところに行ったのです．そこに出入りしているうちに，

やはりこっちのほうが面白いかなというので，工学部より

も理学部の大学院に行くことを決めて，東北大学の理学部

の物理に入りました．

：大学の学部のときから，サイエンスの方に引かれる

ものがあったということですね．

：引かれるというより，私にはエンジニアは駄目だな

と．基本的にそういう「これになりたい」という確たる目

的があって突っ走るというタイプでは全然ないのです．こ

れは駄目だと．消去法でいくのです．ただ結果論としては，

節目節目で正しい決断をしてきたと思います．

：好きな科目は何でしたか．

：全然ないのです（笑）．あのころ電通大は4年の夏休

みに実習があったので，実習に1カ月行ったのですが，そ

の後は大学院に入るための受験勉強です．それが私にとっ

ては唯一の勉強した期間です（笑）．

3． 電子顕微鏡との出会いと学位論文

：東北大に行って，電子顕微鏡に遭遇してからはもう

まっしぐらです．

：電子顕微鏡に出会われた研究室に配属になるとき

も，消去法で選ばれていますか．

：もちろんそうです（笑）．われわれ他大学から行った

者は，研究室が決まっていないのです．それで試験に合格

してすぐに配属の会議があって，面接があった．そのとき

に私は，入ればどうにかなるかという考えで（笑）．東北大

の物理系は当時，金研と科学計測研究所と二つあった．金

研の小川四郎先生が「飯島君は日比忠俊先生のところだな」

「ああ，そうですか」と（笑）．行ってみたら，電子顕微鏡

の研究をしていた．電子顕微鏡は，電通大で一度写真を見

たかな．電子顕微鏡の何たるかも知らないのに，配属になっ

た．それが電子顕微鏡との最初のご対面ですね．

：そのときの印象はどういうものでしたか．

：面接が終わって早速研究室に行ったら，電子顕微鏡

の分厚い本を貸してくれた．2月ごろでした．電子顕微鏡も

いろいろ分野がありまして，うちの先生はエレクトロオプ

ティクス（電子光学）の方のデザインではなくて，電子顕

微鏡自体を自作していた．それを使って，構造や物性を調

べるところでした．結果的には，それが私にぴったりと合っ

ていた．

：私などは学生に一からマニュアルを作って教えると

いうことが苦手で，いまだに徒弟制度の立場なのですが，

先生の入られた研究室は．

：東北大全体が「研究室に来て本なんか読んじゃいか

ん」という金研の本多光太郎流のムードがあったのです．

研究に来たら，もうずっと動いて，いろいろと実験する．

本というのは帰ってから読むのだという風潮があった．科

学計測研究所は，金研から分かれてきたようなものなので，

そういう雰囲気があった．先生からあまり教わったことは

ない．放任主義ですかね．全部自分でやれと．

：先生は東北大学で学位を取られるのですが，学位は

どういう課題だったのですか．

：学位は「臭化銀結晶の焼き出し効果」です．

：顕微鏡ではなくて，顕微鏡を使った物性の研究．

：すでにナノチューブ発見の芽がそこにあるのです．

臭化銀というのは写真のフィルムの乳剤です．あのころは

もう大体わかっていたのですが，写真がどうして写るかと

いうと，フォトンを吸収すると銀が析出する．2個とか3個

とか，非常に少数の銀原子が結晶中に析出すると，フィル

ム現像により，クラスターを中心に銀粒子がさらに成長し

て，それが黒くなるのです．その起源を調べるテーマが与

えられたのは，もう修士の2年ぐらいたってからです．そ

れで，いろいろやっているうちに，臭化銀微結晶に温度を

100℃ぐらいにして可視光を当てると，そこに銀のフィラメ

ントがヒューッと結晶成長をすることを見つけました．そ

の辺の現象を，電子顕微鏡を用いて解析するということを

やっていました．それが私のドクター論文の一部で，ウィ

スカーの結晶解析です．ウィスカーは高アスペクト比の結

晶ですから，まさにナノチューブと同じですね．

4． 東北大の助手でホログラフィー研究

：それが学位論文になって，その後，先生は大学に残

られます．そのときも，その研究を．
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：いや，それはそこで終わりで，私のボスはもう一つ，

電子線の可干渉性の研究，ホログラフィーの実験をやって

いたのです．1年間その研究をやっていました．

：フィールドエミッションのガンの方をやられていた

と思ったのですが．

：いいえ．ポイントフィラメントを使ったエミッショ

ンです．ポイントソースなので，コヒーレンスがいい．干

渉縞を取ると，当時のヘアピンタイプの電子源よりもきれ

いな縞模様が得られます．細い石英の線に金を蒸着してバ

イプリズムを作り，干渉実験をしていました．

：まさに電子光学をやっていたわけですね．

：そうです．電子顕微鏡にポイントフィラメントを導

入するというのは，うちの先生が世界で初めてなのです．

日本オリジナルな研究成果です．ポイントフィラメントは

可干渉性が大きく明るい電子源なので，高分解能の像を撮

るのに非常に役に立った．それがその後のアリゾナに行っ

てからの……．

：それがアリゾナにつながっていくのですね．

：そうです．ナノチューブの発見まで二十数年あるの

ですが，いろいろやってきて，その蓄積が血となり肉となっ

ています．

：ホログラフィーをやっておられたというのも，私が

知ったのは結構後の方なのです．

：論文を書いていないからね．でも，どこかのプロシー

ディングには1報だけ書いた．

5． アリゾナ州立大学での12年間

：そもそも私がアリゾナに行ったのも偶然なのです．

私のいた研究室の当時助教授の矢田慶治先生，今でもご健

在で研究していますが，まず矢田先生に来ないかという声

が掛かったのです．先生はシカゴ大学から前年の1969年に

帰ってきたばかりで，そんなにすぐ出られないので「じゃ

あ，飯島，おまえ行け」ということで，矢田先生の名代と

して，ピンチヒッターで行ったのです．

：そのときのポジションは研究員だから，今でいうポ

スドクになるのですね．

：ポスドクなのですが，あのころは出張ですよね．

：向こうに残ろうと思われたのはなぜですか．

：電子顕微鏡の高分解能の仕事というのは，われわれ

のアリゾナで1970年から始まり，世界の中心だったので

す．世界中から研究者が出入りしていて，一番ポテンシャ

ルの高いところで，日本に帰る気は到底しなかった．それ

で12年もいることになったのです．ちょっと長かったかな

と思いますが，研究環境の素晴らしいところなので，つい

つい長居をしたという感じです．

：そういうところであるからこそ，世界中からいろい

ろな方が来られて，人脈がすごくできるのですね．

：そうです．今でもあそこに出入りしていた連中が世

界中にいるので，非常に強いつながりがあります．

：日本に帰ってくるには，やはりあるスレッシュホー

ルドを越えないと，逆に帰ってこれないかと思いますが．

：いろいろありますが，一番直接的なのは，人を押し

のけて勝ち抜くなどというタイプでは全然ないので（笑）．

アメリカはポスドクぐらいで，ボスの下で仕事をするのは

非常に環境がいいけれども，やがては独立する．すると，

もうみんな競合相手です．具体的にいうと，2日間ぐらいで

30～40ページの予算申請書を書く力がないと研究費がと

れない．ポスドクでいるうちは，書かされはしますが，最

終的にはボスがやるのでそんなに負担はないけれども，自

分でやると全部やらなくてはいけない．この競争は，私は

駄目だった．

12年もいたけれども，やがては帰りたいなと．きっかけ

は，その後，上田良二先生という応用物理学会の偉い先生

が説得に来られたことにあるのです．ERATOが始まった

ときに，わざわざアリゾナに来られた．日本にいたときは，

そんな偉い先生と直接話すなんていうことは，われわれ若

僧はできなかったのですが，自ら「飯島さん，日本にプロ

ジェクトがあるから帰らないか」と来られたのです．それ

が直接的な，大きな原因です．そのうちに「飯島さん，恩

師にばかり付いていないで，もうそろそろ独立しろ」と言っ

て，けしかけてくれた先生もおられて，それで動いたので

す．

：アリゾナにおられるときにケンブリッジに行かれま

すよね．これは先生が申請されたのですか．

：そうです．長年いると，ケンブリッジにもたくさん

知り合いができるので，「おまえ，出てこい」と誘ってくれ

たのです．ですから，半年ですが，家族全部でアリゾナか

ら出掛けていきました．

：アリゾナでの研究は，どうだったのですか．

：電子顕微鏡の大きな流れというのは，1932年に発明

されて，分解能がずっと上がってきて，50年代に電子顕微

鏡を使った金属組成学の研究が一挙に出た．私が飛び込ん

左から市橋，中山，平山，小林の各氏
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だ70年代にはそれがほとんど終わってしまって，次の研究

手段として，高分解能で原子を直接見ることに動いてきた．

そもそもその発明以来，原子，分子を直接目で見るという

ロマンがある．そういう大きなチャレンジがあって，70年

代は私自身も渦中の人でした．面白かったですよ．

そのころいろいろなタイプのカーボンが断片的に登場し

た．それも私の大きな知識，経験になっているはずです．

電子顕微鏡というのは，回折学の話と電子光学の両方やら

なくてはいけない．それから，コンピューターが台頭して

きて，シミュレーションがどんどん出てきた．今ではみん

なソフトを買ってすぐできるけれども，われわれはみんな

自分でやっていたころです．やることがたくさんあったか

ら，1970年代はあっという間に過ぎました．

：顕微鏡の一から十までやられたということですね．

：当時，世界のマーケットを席巻していたのはシーメ

ンスとフィリップスです．アメリカには日本のメーカーの

顕微鏡なんて入ってきたことがない．それで私が行ってか

ら，高分解能の写真がシーメンスより断然よく撮れたので，

われわれの研究が一躍注目されてきた．研究対象が結晶な

ので，それに必要な小さなゴニオメーターを一つの新技術

として，自分で工夫して作りました．

最近，飯島というとナノチューブなのですが，私のヒッ

トは高分解能電子顕微鏡技術の開発で，これを25年やって

います．私にとってはそっちのほうがよほど重要なのです．

チューブはまだ16年ですから．高分解能の開発では1976

年にバートラムワーレン賞というアメリカ結晶学会の物理

部門の賞をもらった．そんなこともあって，70年代は非常

によき時代でした．

6． 上田良二先生に勧められて ERATOに

：日本に帰ってくるときはERATOに引き抜かれた

かたちになるのですね．

：そうです．われわれは第1号ですから．あのころは

科学技術庁がまったく新しい研究プロジェクトを始めると

いうので，大きな期待がありました．お金はそれなりにぽ

んと出して，あまりがたがた言わない．私は，出向ではな

く専属で参画しました．第1号は西沢プロジェクト，緒方

プロジェクトと，われわれの超微粒子の林主税プロジェク

トの三つで始まった．超微粒子プロジェクトはうまくいっ

た．そういうことがあって，ERATOは今も存続している．

初代のわれわれの努力が今の繁栄につながっているわけで

す

：拠点が名城大にあったというのは．

：あのプロジェクトは研究拠点が4カ所にあって，そ

の一つが，上田良二先生が最初グループリーダーをやられ

ていた関係で，ここに．

：そうですね．超微粒子の基礎物性研究チーム．

：それは飯島先生が今，名城大の教授になっているつ

ながりかもしれない．

：私は全然知らないでここに飛び込んできたのです．

上田先生が名古屋大学から退官されてここの教授になられ

て，そういう関係でここ名城大で始まるのです．

：ERATOのプロジェクトは何人くらいだったので

すか．

：ここはそんなに大きくないですね．初めは上田良二

先生がチームリーダーで，途中から私にやれというので私

がなりましたが．

：ちょっと入れ替わりがありますが，常に7～8人です

ね．私は上田先生に「飯島先生を引き抜こうと思った決定

的な理由は何ですか」と聞いたことがあるのです．「型破り

のことができるんだよ，あの人は．とにかく，世の中の人

がいうことと全然違うことができるんだよ」と，即座におっ

しゃいました．最初はその意味がよくわからなかったので

すが，次第にわかるようになりました（笑）．

：上田先生は，どうして飯島先生がそうだと思われた

のでしょう．

：先生とはオーストラリアやカナダの国際学会でお会

いしました．海外に来られると偉い先生の敷居が低くなっ

てきてしゃべれるではないですか．そこで親しくテニスを

したりする機会があった．それで少しオーバーに（笑）．そ

れで声を掛けてくれたのだと思います．上田先生はたいへ

んユニークな先生で，日本のことを慮
おもんぱか

って，オリジナルの

仕事をやらないかと，そういうことを非常に強調された．

われわれの高分解能の仕事は，わりあい先端を走っていた

ので，これは面白そうだと思ったのかもしれません．

7． 金微粒子触媒とカーボンナノチューブ

：ERATOで金の超微粒子の動く話をお願いします．

：顕微鏡のメソドロジーが終わって，80年代は応用に

入って，それが一つは超微粒子だった．そのとき，結果的

に仁科記念賞をいただいたのは，金の微粒子がころころ動

く，不安定構造になるという，それを電子顕微鏡で捕らえ

た．それが，われわれ基礎物性研究班の一つの成果でした．

超微粒子にすると何か新しい物性が出るのではないかとい

う周辺に，久保亮五先生をはじめとする日本の第一線の理

論研究の流れがあって，われわれはそれを実験的にサポー

トした．微粒子を，クラスターを作ることから始めて，超

微粒子に特有な結晶構造を見つけるというようなことがあ

りました．

：あの実験も，もともとは微粒子表面を金でコーティ

ングするというのが目的でやられたのを見てみたという印

象なのですが．

：そうですね．金は何で導入したのだっけ．

：それを聞きたいなと思ったのです．なぜ金のクラス

ターというか，微粒子を見たか．

：私がシリコンの微粒子を作って，それを後からいろ

いろ修飾しようと蒸着したのです．ヒーターを通過させて

修飾しようすると，金などが割と簡単に蒸発する．

：恐らく複合微粒子を作ろうということでした．

：市橋さんの試料を飯島先生が見たのですか．
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：飛んでいるうちに私がスピードとか，電荷をかけて

動かしていたのだけれども，そのできたものをちょっと見

ていただいたという感じだったのかな．

：あんな動きをすると想像しないで発見したのです

か．

：想像していなかったですね．

：だけど，見たときに気づかれた．

：あのころ，金の蒸着粒子の話は，東工大の本庄五郎

先生とか，高柳先生とか， 木先生がすでに走っていたよ

ね．東大に行った井野正三先生が，小さなクラスターにす

ると20面体の（Icosahedron）結晶構造が時折現れるとか，

そういうのは発表されていましたよね．

：当時うちの超微粒子プロジェクトで，どのくらい以

下のものを超微粒子というのか聞かれたとき，上田先生も

0.1μm以下と言っていたと思うのです．本当に超微粒子

特有の不思議なことは，0.1μmではまず起こらなくて，10

nm以下あたりから起こってくるだろうということは，プ

ロジェクトの後半にはみんな思っていた．やはりそれが飯

島先生の意識の背景にあって，小さい粒子をちゃんと見る

ということにつながったのではないかと思います．

：触媒の問題を持ち込んできたのは，微粒子があって

からかな．

：そうですね．当時の大阪工業試検所の春田正毅先生

でしたね．

：そうだね．あの超微粒子が今は，日本ではそうでも

ないのだけれども，超微粒子，ナノクラスターの会議では，

必ず春田さんの金触媒の話が出てくる．金の微粒子が触媒

になることを世界で初めて出して，でもみんなに信じても

らえなくて，結構ハードな期間があったけれども．われわ

れが自慢にしているのは，春田さんはわれわれの金の微粒

子のペーパーを見てすぐ飛んできたのです．自分で作った

金の微粒子を見てくれと言って．

カーボンナノチューブがその微粒子のプロジェクトに直

接的にかかわっていくという話をするなら，超微粒子の研

究は，私にとっては1982～87年までですね．87年という

と，NECに来る前の年です．その85年か86年ごろ，その

直前に超微粒子のプロジェクトでもう一つの実用的なチー

ムが鉄の微粒子を作っていました．数珠つなぎになったア

スペクト比の大きいある長さのものを作って磁気テープの

材料にしようと，応用研究をしていた．それで，鉄の微粒

子を随分大量に作っていたのです．鉄微粒子というのは，

作って空気にさらすとすぐ燃えてしまう．ならば燃えない

ように，表面にカーボンをコーティングしようとした．作

製した鉄微粒子をメタン中で加熱するとか，いろいろプロ

セスでいたずらをしていたのです．実はその鉄の微粒子の

試料の中に，ヒューッと単層のチューブがあった．その試

料は1986年，微粒子の終わる前にすでに存在していたので

す．しかし，私の興味はコーティングだけにあったので，

データはアルバムには保存されていたけれども，あまり気

にとめなかった．それで，1990年に多層のナノチューブが

出てきて，93年に単層のチューブが出ましたが，実はあの

写真はその5年も前に撮ったものだったわけです．その写

真を切り取って，それで単層ができたと言って発表した．

そのときの試料は，保存されていたので，それを引っ張り

出して調べたら，何んと立派な単層ができている．1993年

のペーパーはそれで書いたのです．

8． 写真のアルバムとセレンディピティ

：その論文に86年ころに撮られたものが載っている

わけですよね．

：自分で撮った写真はみんなアルバムにして積んであ

ります．その中に一つあった．それも綱渡り，セレンディ

ピティだし（笑）．論文を書いてすぐ捨ててしまうともった

いない，後から使えることもあるという教訓があって．

：それは大事ですね．

：当時は興味の中心が鉄の粒子のコーティングにあっ

て見落としてしまったわけですが．ああいうものは，いろ

いろと狙っていればそのときに発見できたということも．

：われわれが初め91年に多層のチューブを発表した

ときに，理論屋さんは計算できないからもっと細く単層に

できないかと．そうすると，こういう面白い物性が期待で

きる，予想できるというペーパーが続々出始めた．しかし，

まだ実験的には誰も作っていない．多くの人が試みたと思

うのですけど，私は偶然に昔のデータをひっくり返したと

きに，細いのがあるのに気が付いて，それでまた昔の試料

に戻って写真を撮って出した．結局それでも2年間たちま

した．IBM のグループも単層のチューブを偶然に作ったの

です．あの当時は，面白い物性関係のエクサイトメントが

二つあって，本当は三つか，一つは89年に常温核融合，86

年にHigh T ，オキサイドです．

：高温超伝導酸化物．

：そうです．それで，90年にフラーレンの大量合成で

超伝導．物性関係はすごいと，みんな興奮したときがあっ

たのです．そのほとんどの研究者がC ，メタルフラーレン

に集中した．IBM の連中はフラーレンの中に鉄を入れる，

要するにメタルフラーレンを作ろうとしてアーク放電を

やっていたら，何かクモの巣ができて，それを偶然調べた

ら単層のナノチューブだった．われわれのは両方とも偶然，

セレンディピティアスで．もう一つその関連でいうと，1980

年にケンブリッジ大学にいたときに書いた論文があって，

オニオン（タマネギ状に成長した球面状グラファイト）の

話です．あの論文はよく見てみるといろいろな面白いこと

が書いてある．ひょっとすると，フラーレンは私が見つけ

たかもしれない．クロトーの5年前に．

：五員環が12個あって，というのはその論文の中に書

いてあるのですか．

：アペンディックスに書いています．丸くするには五

員環が12個なくてはいけない，と書いてある．

：そうですか．これは，やはりノーベル賞財団の見落

としですね．
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：その論文は80年に出ているので，5年前ですね．ク

ロトーのC は85年ですから．でも，そこでクロトーとス

モーリーはその写真を知っていた．見ていたのです．

：そうなのですか．でも引用していないのでしょう．

：いや，初めのころは引用している．しかし，大量合

成が始まってしっかりしたX線の解析が出たので，その論

文の役目は終わったのですけど．

：やはり最初にここまで言っているのは先生ではない

ですか，と蒸し返してもしょうがないのですが．でも，そ

の自負はあっていいのかと．

：そこはスペキュレーションなので，あまり主張はし

ませんけど（笑）．でも，心強く思ったのは，ノーベル賞受

賞者でも同じようなことを考えていたという点です．ノー

ベル賞受賞者というのは何か雲の上の偉い人のように，わ

れわれ凡人には見えるではないですか．だけど，「何だ，近

いところにおれも行ったんだ」という感じだった．

9． NEC の基礎研究所

：そろそろNECに入ります．

：先生がNECの基礎研を選ばれたのは，若い人がポ

スドクの後，研究所あるいは大学を選択するのに，指針，

参考になるかと思います．あれは声が掛かったのですか．

：いや，それもわが消極的な，消去法なのです（笑）．

私は東北大出身でしたので，当然「東北大に来い」という

大きな声はあったのです．だけど，とにかくよい装置がな

いと私は実験ができない．あの当時はまだ東北大にはそう

いう装置がなかったし，行ってもなかなかそういう装置は

買えない．私は日本では全然実績がないし，文部省は申請

しても買ってくれないのではないかと．それで，いろいろ

見つけてもらったのですが，NECが顕微鏡を買ってくれ

ると言ってきました．ですから，顕微鏡を買うことが条件

だったのです．それでも，2年待たされた．

：行ってから2年．

：半導体の会社の景気には5年周期があって，景気の

谷に来た（笑）．回復するまでね．1億円，2億円ですから，

そんなにすぐは買えない．87～88年ですから，バブルの終

わりのころでタイミング的にもよくなかった．

：もうちょっと遅かったら駄目ですね．

：でも，買ってもらった顕微鏡は，結局ナノチューブ

の発見にはあまり貢献していないのです（笑）．そんなに上

等なものはいらなかった．モチベーションは何かというと，

われわれは顕微鏡で，観察対象物で勝負しているので，物

の新規性で何か新しいことを出さなくてはいけない．とは

言っても，装置開発で唯一残っている顕微鏡の領域は，高

分解能で表面構造を原子レベルで見ることだけでした．表

面ですから，超高真空仕様にしなくてはいけない．超高真

空で表面，シリコンの7×7の構造を見るというのは，井野

さんや高柳さんがやっていましたから，電子回折は終わっ

たのです．だけど，リアルスペースの像の方はまだ誰もやっ

ていなかった．そこが唯一の挑戦だったので，それをやる

ためにNECに行った．

ですから装置は，超高真空でしかも高分解能にするとい

うのは相反するところなのです．超高真空にするには，真

空引き口を大きくしてばんばん引かなくてはいけないが，

試料室の穴を大きくしてしまうと，ポールピース間隔が広

がり分解能が落ちてしまう．孔が小さくて，しかも能率よ

く排気して超高真空を作るというのは，メーカーにとって

も結構なチャレンジなのです．それをやってもらった．そ

れで，シリコンの7×7がリアルスペースで見えた論文は

PRLに書きました．シリコンの表面構造のリアルスペース

での観察と評価で，そこまでやったというのは唯一なので

す．私がアリゾナにいたころから，表面を顕微鏡で見ると

いう構想はずっとあって，透過法で見るというのをずっと

温めていたのです．

10． カーボンナノチューブの発見

：NECでカーボンに行き当たるのですね．まず半導

体の解析で貢献されて，やはり昔見たフラーレンをもう一

度見たいという，そういう記事を読んだのですが．NECの

中の仕事とすれば，本筋から少し外れたところを探ろうと

いう雰囲気だったのですか．

：いや，そんなことは全然ないです．当時はまだ基礎

研究の閉じていないころだったので，例えばNECの基礎

研究所はC の結晶化した中に，いろいろなアルカリ金属

をドープして，High T がどこまでいくかという世界記録

を持っていた．ですから，10人以上研究していましたね．

：一時期，フラーレンが大量合成できることがわかっ

て，それを使った応用をということで，ケミストのグルー

プと超伝導のグループと理論屋さんと一緒になって，10人

以上のチームが動き出していたのです．

：ですから，カーボンの研究は決してマイノリティで

はないのです．そもそも私が87年に入る直前に，High T

が起こった．High T については，私は徹夜してまで一生

懸命やった．NECの基礎研究所の連中が作ったものを電

子顕微鏡で観察して評価したのです．それが1～2年続い

た．結局High T の重要な超伝導は，結晶学的な構造では

なくて，もっと電子レベルの話だった．そうすると，私が

あんなにやったのは全部ゼロになるわけです．それで

ちょっと寂しくなった．その1年後に，C の超伝導が出た

わけです．また飛び付くわけにいかないので，今度は少し

冷静に，何ができるかじっくり考えた．

1990年，MRSのボストンの会議に行った．MRSはC

のフィーバーで，夜中の12時までディスカッションをして

いる．そこでクロトーに会った．クロトーとはすでに面識

があったのです．クロトーもスモーリーもフィーバーにな

る前にNECの研究所に来たことがある．先ほどのオニオ

ンが唯一の証拠だったので，私を尊敬して来たのです（笑）．

ボストンで会ったとき，私は何もやっていなかったので，

「おまえ，昔それをやっていたじゃないか．だからC を

やったほうがいいんじゃないの」とクロトーが私をけしか
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けたのです．

それで，私に何ができるかということをずっと考えてい

ました．そもそもC は分子だし，どちらかというとケミス

トの話です．われわれ固体，材料屋の方はちょっと遠い．

唯一の興味は，こういうオニオンができるメカニズムです．

それは今でもあまりよくわかっていないけれども，どうし

て分子が成長するのかが私の興味でした．MRSから帰っ

てきてまたそこに戻ったのです．それで，しらみつぶしに

いろいろなススを取って，それがどこにあるか……．

：それは，NECで作られていたのですか．

：NECでは，アモルファスのカーボンとかいろいろ

な材料を作る部署があった．しらみつぶしに見てきた材料

の一つが名城大にあったのです．燃えさしの炭素棒試料が．

私はすでにNECに移っていたのですが，いろいろつな

がっていて月に2～3回，土曜日に名城大の物理の講義に来

ていた．

：教えにですか．

：そうです．それでしょっちゅう出入りしていた．そ

のC のブームのときに，安藤先生（名城大）は一生懸命

C を作ったりしていました．その燃えさしをもらって，い

ろいろ見たのですが，そのうちの一つにチューブがあった．

：多分キラーッと見えたでしょうね．私たちが見ても，

きれいに繊維が見えますものね．

：そう．それは冒頭に言ったように，銀でつくるフィ

ラメントと同じ形態なのです．もう一つは，東北大学時代

の銀のウィスカーを研究していたときに，私のセミボスは

柱状のアスベストの結晶解析の大御所だった．私は，それ

を横で見ていたのです．だからアスベストの電子回折図形

はよく知っていた．これもナノチューブとほとんど同じな

のです．そういう断片的な知識がすぐよみがえってきた．

ですから，ナノチューブの多層チューブの構造を同定する

のには全然時間がかからなかった．

：何でこんなのが存在するのかというあたりも，何か

モヤモヤとしていたのでは．これだけ構造がわかってくる

と．

：アスベストもあったし，太いカーボンファイバーも

事業団のときに見ていました．そのようないろいろなこと

がすぐフィードバックされたと思います．ボストンから90

年に帰ってきて翌年の，91年の5月ごろに多層カーボンナ

ノチューブが見つかりました．

：フラーレンというのは，定義は結構あいまいでしょ

う．フラーレンのかご状の構造からチューブも一緒だとい

う人もいます．その辺に対して，先生はどのように思われ

ますか．

：そういう意味では，チューブはフラーレンから類推

できる構造なのかもしれませんけれども．

：長いのが，チューブがあるかもしれないということ

は想像されていたのですか．

：いや，それはまったく考えてもみませんでした．

：見た瞬間に，あっと気が付かれたわけですね．

：そうですね．

：金の微粒子と一緒だ．

11． 気づくということの大切さ

：その後日談が面白かったのです．私はこれは面白い

と言って，意気揚々とNECのみんなに「こういうものがあ

るんだよ」と写真を見せたら，誰も興味を示さなかった．

多分C のHigh T とかで頭がいっぱいだったので，こん

な細長いものの写真を持ってきたって全然興味がない．ま

だ物性などがあまりわかっていないころです．

：やはり気づくということが大事なのですね．「あ，こ

れは変わったものだ」というふうに気づくことと，それか

ら，その潜在的な価値に気づくことと．

：潜在的な価値という意味では，どう言ったものが．

：そんなのわからないですよ．

：先生はすごくきれいな銀のウィスカーを見ておられ

るから．

：そうなのです．大体結晶を見ていると，微粒子のと

きからそうで，ごろっとしたのが物質の常識的な形態です．

だけど，こんな長いのは異常に決まっているではないです

か．銀の場合，軸に沿って平行に，双晶が1枚ではなくて

何枚か入っている．それできわめて異方性の結晶成長が起

こる．ですから，ナノチューブを見たときにも，何かそう

いうことがあるのかなと考えた．それは多分，誰でもわか

るのではないかな．

：いや，それが結構わからないと思います．私はその

とき飯島先生にナノチューブの写真を見せられて，「ふー

ん」と言った一人ではないかと思います（笑）．すぐにわか

る人とわからない人がいるんですね．

：科学的ではなくなってしまうけれども，骨董屋さん

はいろいろなものを見ているのだと思う．いいものも悪い

ものもね．だから，割と判定できる．私の場合も，鉱物か

ら酸化物から，生物材料から，いろいろなものを見てきて

いるので，何かそういうのが判定の役に立ったのかもしれ

ません．やはり好奇心をもって，いろいろとたくさんのも

のを見ておく必要があるのではないかな．

：子どものころに野山を駆け回ったり，高校のときに

岩に登って石を見たりしたことと関係するのですかね．

：そういうものも，つながっているかもしれませんね．

12． 応用物理学会に期待すること

：応用物理学会に望まれることはありますか．

：まさに私がやってきたことは材料学なので，顕微鏡

で材料を評価する，それだけでは閉じないはずだと思うの

です．やはり材料というのは，世の中に還元して初めて価

値があるというか，終わるので，電子顕微鏡の評価だけで

終わってしまうのでは尻切れとんぼなのです．電子顕微鏡

の勉強中は評価だけを考えていましたが，材料を扱うよう

になってからは，やはり人様の役に立つような，後世に残

るような，そういう材料を残す，あるいは作ることがない
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と面白くないような感じがするのです．ですから，もとも

と材料科学は，そういうものに結び付いているはずだと思

います．ナノチューブが一つのいいモデルケースで，基礎

科学として貢献して来たけれども，これでいろいろわかっ

てきたので，このユニークな性質を実際に何か役に立つも

のに応用するというのは，当然の流れだと思います．応用

物理というのは，まさにそのへんを全部やっているわけで

す．

：特に期待することは．

：学会でも，大いにそういうたぐいの研究テーマを取

り上げて，重箱の隅にとどまるのではなくて，大きく展開

するような形にする．そういうものを前面に押し出してや

られたらいいと思います．

左より小林，市橋，飯島，平山，中山の各氏
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